
三
、
地
図
ソ
フ
ト
カ
シ
ミ
ー
ル
に
よ
る
検
討

　

そ
れ
で
は
平
城
宮
第
一
次
大
極
殿
か
ら

大
峯
山
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

図
４
が
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
の
カ
シ
バ
ー

ド
機
能
に
よ
る
平
城
宮
第
一
次
大
極
殿
か

ら
の
眺
望
で
あ
る（
５
）。
レ
ン
ズ
三
五
㎜
の
図

４
上
で
は
山
上
ヶ
岳
が
か
す
か
で
あ
る
が

ピ
ー
ク
が
見
て
と
れ
る
。
図
４
下
は
レ
ン

ズ
一
三
五
㎜
で
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
先
の
計
算
通
り
、
前
山
よ
り

も
上
に
全
体
の
約
十
分
の
一
が
見
え
て
お

り
、
頂
上
付
近
の
山
容
が
十
分
に
認
識
で

き
る
。
ま
た
四
寸
岩
山
か
ら
大
天
井
ヶ
岳

さ
ら
に
は
弥
山
、
八
経
ヶ
岳
ま
で
主
だ
っ

た
大
峯
南
部
の
諸
峰
が
見
え
て
い
る
。

　

図
５
は
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
に
よ
る
可
視

マ
ッ
プ
で
あ
る
。
中
心
を
山
上
ヶ
岳
と
し
、

半
径
六
〇
㎞
圏
内
で
山
上
ヶ
岳
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
地
点
を
色
分
け
し
て
、
奈
良

盆
地
を
主
に
表
示
し
た
。
奈
良
盆
地
内
で

は
、
明
日
香
村
か
ら
桜
井
市
、
天
理
市
に

か
け
て
の
東
南
部
を
除
き
、
大
半
の
地
点

か
ら
山
上
ヶ
岳
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
奈
良
盆
地
北
半
で
は
、
西
は
矢
田
丘

陵
と
西
の
京
丘
陵
、
北
は
平
城
山
丘
陵
、

東
は
国
道
一
六
九
号
線
を
界
限
と
し
て
広

く
可
視
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う

に
視
点
と
し
た
平
城
宮
第
一
次
大
極
殿
の

周
囲
に
遮
蔽
物
が
無
く
、
ほ
ぼ
水
平
に
近

い
角
度
で
南
側
を
遠
望
で
き
る
条
件
下
に

よ
る
。
第
一
次
大
極
殿
院
内
に
限
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
検
証
が
可
能
で
あ
る
。

　

遮
蔽
物
の
候
補
と
し
て
は
、
築
地
回
廊
、

南
門
、
楼
閣
等
の
区
画
施
設
が
あ
る
。
Ａ

―
Ｂ
は
そ
の
方
向
角
一
五
度
七
分
三
三
秒

か
ら
す
れ
ば
、
第
一
次
大
極
殿
院
で
は
南

門
中
心
よ
り
約
六
〇
ｍ
東
の
南
面
築
地
回

廊
上
を
通
る
。
地
形
の
勾
配
や
復
原
建
物

の
寸
法
等
、
設
定
条
件
に
不
確
定
さ
が
伴

う
が
、南
面
築
地
回
廊
に
つ
い
て
G.L
六
七
・

六
ｍ
、
基
壇
高
〇
・
八
ｍ
、
復
原
高
二
五

尺
（
七
・
四
ｍ
）
と
す（
６
）れ
ば
、
そ
の
天
端

は
標
高
七
五
・
八
ｍ
と
な
り
、
第
一
次
大

極
殿
基
壇
上
面
標
高
七
六
・
四
ｍ
よ
り
も

低
い
。
従
っ
て
諸
条
件
の
設
定
を
第
一
次

大
極
殿
院
内
に
、
か
つ
東
楼
が
増
築
さ
れ

る
お
よ
そ
天
平
三
（
七
三
一
）
年
以
前
に

限
れ
ば
視
通
は
可
能
で
あ
る
。

四
、
ま
と
め

　

検
証
の
結
果
、
平
城
宮
か
ら
大
峯
山
は
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条
件
付
き
で
は
あ
る
が
見
え
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

　

奈
良
盆
地
か
ら
大
峯
山
の
眺
望
に
つ
い

て
の
成
否
に
触
れ
た
文
献
は
管
見
で
は
極

め
て
少
な
く
、
む
し
ろ
不
問
に
付
さ
れ
て

い
た
観
が
あ
る（
７
）。
こ
れ
は
実
査
に
よ
る
大

峯
山
か
ら
の
眺
望
を
記
し
た
江
戸
時
代
の

文
献
か
ら
も
窺
え
る
。
例
え
ば
弘
化
四
（
一

八
四
七
）
年
の
畔
田
伴
存
『
和
州
吉
野
郡

群
山
記（
８
）』
で
は
鐘
掛
岩
か
ら
西
北
の
眺
め

と
し
て
「
山
々
重
畳
し
た
る
遥
か
む
か
ふ

に
、
和
州
二
子
山
見
ゆ
る
。
ま
た
打
越
し

て
、
武
庫
山
も
み
ゆ
る
様
に
覚
ゆ
」
と
記

し
、
北
方
へ
の
言
及
は
無
い
。
ま
た
、
享

保
一
四
（
一
七
二
九
）
年
の
植
村
政
勝
『
諸

州
採
薬
記（
９
）』
で
は
、
同
じ
く
鐘
掛
岩
か
ら

の
眺
め
と
し
て
「
右
之
上
ゟ
東
ノ
方
ニ
伊

勢
見
ル
、
西
ノ
方
淡
路
国
・
土
佐
国
見
ル
、

南
ノ
方
紀
州
熊
野
見
ル
、
北
ノ
方
播
州
・

摂
州
見
ル
」
と
記
し
、
北
方
は
奈
良
・
山

城
方
面
で
は
な
く
実
際
に
は
北
西
方
に
あ

た
る
播
磨
・
摂
津
と
し
て
い
る
。
実
際
の

北
方
へ
の
目
視
で
は
図
１
の
通
り
、
視
角

の
中
で
は
前
山
が
大
部
分
を
占
め
、
平
城

山
丘
陵
ま
で
の
奈
良
盆
地
北
半
は
狭
い
幅

の
中
に
圧
縮
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
無
い
と
認
識
し

づ
ら
い
。
前
山
が
無
く
視
界
が
開
け
て
い

る
北
西
方
へ
自
然
と
目
が
向
い
て
し
ま
い
、

北
方
は
見
え
な
い
も
の
と
処
理
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
役
行
者
に
よ
る
葛
城
・

金
峯
山
間
の
架
橋
譚
も
ス
ケ
ー
ル
は
別
と

し
て
視
覚
的
に
は
う
な
ず
け
る
ほ
ど
で
あ

る
。
い
き
お
い
、
奈
良
盆
地
か
ら
大
峯
山

の
眺
望
も
不
可
能
と
判
断
さ
れ
て
き
た
と

思
え
る
。

　

そ
れ
で
は
平
城
宮
か
ら
大
峯
山
へ
の
可

視
が
判
明
し
て
、
菅
谷
氏
の
山
中
他
界
批

判
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は

そ
う
と
も
言
い
難
い
。
そ
も
そ
も
山
中
他

界
の
山
中
と
は
「
無
難
に
一
生
を
経
過
し

た
人
々
の
行
き
処
は
、（
中
略
）
且
つ
具

体
的
に
あ
の
あ
た
り
と
、
大
よ
そ
望
み
見

ら
れ
る
よ
う
な
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ）
（1
（

。」

と
し
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
字

句
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
山
中
他
界
は
生

者
が
祖
霊
を
ま
つ
り
、
祖
霊
が
生
者
を
守

護
で
き
る
よ
う
に
普
段
に
お
い
て
双
方
が

視
認
し
合
え
る
近
く
の
場
所
に
あ
る
こ
と

に
な
る
。
一
方
で
、
吉
野
か
ら
熊
野
に
か

け
て
の
大
峯
に
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
民
間
信
仰
・
仏
教
・
道
教
な
ど
種
々
の

宗
教
に
よ
っ
て
色
づ
け
さ
れ
た
他
界
観
が

重
層
し
て
い
る）
（（
（

」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

き
わ
め
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
こ
れ
以
上
の
言
及
は
筆
者
の

手
に
負
え
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

　

考
古
学
の
面
か
ら
大
峯
山
の
奈
良
時
代

開
山
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
菅
谷
氏
が
、
大

峯
山
頂
に
信
仰
の
生
じ
た
原
因
を
自
問
し

た
と
き
に
、「
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い）
（1
（

」
と
し
た
言
葉
の
重
さ
と
深
さ

を
今
更
な
が
ら
に
思
う
の
で
あ
る
。

註（
１
）
拙
稿
二
〇
〇
五
「
學
峯
講
発
会
式
の
記
」

『
山
の
考
古
学
通
信
』
№
一
七�

山
の
考

古
学
研
究
会

（
２
）�

個
別
の
山
峰
名
を
指
す
場
合
を
除
き
、

小
文
で
言
う
「
大
峯
山
」
は
山
上
ヶ
岳
、

「
大
峯
」
は
熊
野
か
ら
吉
野
ま
で
の
山

岳
地
帯
を
指
す
。
ま
た
、
そ
の
表
記
は

「
大
峯
山
」「
大
峯
」
で
統
一
す
る
。

（
３
）
菅
谷
文
則
一
九
九
七
「
山
中
他
界
の
検

討
」（
研
究
発
表
）『
第
一
〇
回
山
の
考

古
学
研
究
会�

吉
野
山
大
会
』。
な
お
、

こ
の
発
表
内
容
は
成
文
化
さ
れ
て
い
な

い
が
、
以
下
の
文
献
に
断
片
的
で
は
あ

る
が
論
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
菅
谷

文
則
一
九
八
五
「
大
峯
信
仰
へ
の
考
古

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」『
吉
野
地
域
に
お

け
る
文
化
的
価
値
の
再
点
検
と
振
興
の

た
め
の
調
査
―
昭
和
五
九
年
度
報
告
書

―
』（
財
）
環
境
文
化
研
究
所
、
菅
谷

文
則
二
〇
一
一
「
大
峯
山
山
上
ヶ
岳
の

調
査
と
初
期
の
修
験
」（
講
演
録
）『
古

来
大
峯
の
謎
Ⅱ
』
奥
吉
野
研
究
会

（
４
）
平
城
宮
第
一
次
大
極
殿
の
復
元
寸
法
は
、

次
の
文
献
よ
り
G.L
七
三
・
〇
ｍ
、
基
壇

高
一
一
・
五
尺
（
三
・
三
三
九
七
ｍ
）

と
し
た
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
二
〇
〇

九
『
平
城
宮
第
一
次
大
極
殿
の
復
原
に

関
す
る
研
究�

Ⅰ�
基
壇
・
礎
石
』
奈
良

文
化
財
研
究
所
学
報
第
七
九
冊　

（
５
）
使
用
し
た
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
はV

er�
9.3.5

で
、
国
土
地
理
院
が
提
供
す
る
基

盤
地
図
情
報
の
標
高
デ
ー
タ
を
読
み
込

ん
だ
。
カ
シ
バ
ー
ド
の
設
定
は
、
視
点

の
位
置
を
表
１
の
平
城
宮
第
一
次
大
極

殿
と
し
、
標
高
七
六
・
四
ｍ
、
対
地
高

度
一
・
五
ｍ
、
仰
角
〇
度
と
し
た
。

（
６
）
必
ず
し
も
数
値
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
次
の
文
献
に
掲
載
さ
れ
た
図
表

か
ら
各
数
値
を
読
み
取
っ
た
。
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
一
九
八
二
『
平
城
宮

発
掘
調
査
報
告
Ⅹ
Ⅰ
』
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
学
報
第
四
〇
冊
、
奈
良
文
化

財
研
究
所
二
〇
一
一
『
平
城
宮
発
掘
調

査
報
告
Ⅹ
Ⅶ
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
学

報
第
八
四
冊

（
７
）
次
の
文
献
に
は
、
弥
山
は
奈
良
盆
地
の

平
野
部
か
ら
観
察
が
可
能
と
す
る
が
、

同
じ
著
者
に
よ
る
「
山
上
ヶ
岳
」
の
項

で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
森
沢
義
信

二
〇
〇
五
「
弥
山
八
経
ヶ
岳
」「
山
上
ヶ

岳
」『
新
日
本
山
岳
誌
』
日
本
山
岳
会�

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

（
８
）�

大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
。
御
勢
久
右
衛
門

編
著
一
九
九
八
『
和
州
吉
野
郡
群
山
記

―
そ
の
踏
査
路
と
生
物
相
―
』
東
海
大

学
出
版
会

（
９
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
奈
良
県
薬
業
連

合
会
一
九
八
八
―
一
九
九
一
『
奈
良
県

薬
業
史
』
資
料
編

（
10
）
柳
田
國
男
一
九
四
六
『
先
祖
の
話
』
筑

摩
書
房
（『
定
本�

柳
田
國
男
集
』
第
一

2�



〇
巻　

筑
摩
書
房�

に
所
収
）

（
11
）
宮
家�

準
一
九
八
一「
修
験
道
の
他
界
観
」

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
俗
と
宗
教
』

吉
川
弘
文
館

（
12
）
菅
谷
文
則
一
九
八
七
「
山
岳
信
仰
の
根

源
」『
日
本
の
古
代
』
第
一
〇
巻�

山
人

の
生
業　

中
央
公
論
社

　

挿
図
の
調
整
に
つ
い
て
渡
部
弘
美
氏
の
手
を

煩
わ
せ
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

追
記　

前
稿
「
平
城
宮
か
ら
大
峯
山
は
見
え
る

か
」（
上
）
発
表
後
、
小
澤 

毅
氏
か
ら
図
３
の

断
面
図
に
球
差
と
気
差
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

不
備
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
小
澤
氏
の
計
算
に
よ

れ
ば
沈
み
込
み
量
（
両
差
＝
球
差
―
気
差
）
は

一
七
四
ｍ
、
Ａ
―
Ｂ
の
仰
角
は
一
度
三
七
分
四

八
秒
と
な
り
、
視
通
は
可
能
で
あ
る
。
ご
指
摘

い
た
だ
い
た
小
澤
氏
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
と
、
ま
た
、
短
い
期
間
の
中
で
韓
国
の

資
料
を
用
い
た
研
究
成
果
を
何
ら
か
の
形

に
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
以
外
の
こ
と
は
特
段
心
配
も
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
自
分
で
も
や
や
予
想
外

な
こ
と
に
、食
の
面
で
若
干
の
苦
労
が
あ
っ

た
。
子
供
の
頃
か
ら
、
食
に
つ
い
て
は
食

わ
ず
嫌
い
を
し
な
い
と
い
う
の
が
取
り
柄

で
も
あ
っ
た
が
、
韓
国
で
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
食
卓
に
並
ぶ
甘
辛
い
調
味
料
で
あ

る
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
が
自
分
の
舌
と
微
妙
に

合
わ
な
い
こ
と
に
気
づ
く
と
、
日
本
食
へ

の
恋
し
さ
が
徐
々
に
募
っ
て
い
っ
た
。

　

気
候
や
環
境
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
に

も
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
大
陸
に
近
い

韓
国
で
は
日
本
よ
り
も
Ｐ
Ｍ
二
・
五
に
よ

る
大
気
汚
染
が
か
な
り
深
刻
化
し
て
い
る

よ
う
で
、
天
気
予
報
と
合
わ
せ
て
Ｐ
Ｍ
二
・

五
の
量
を
毎
日
確
認
す
る
こ
と
が
習
慣
化

し
て
い
る
と
い
う
人
も
多
く
み
ら
れ
た
。

Ｐ
Ｍ
二
・
五
は
韓
国
で
ミ
セ
モ
ン
ジ
（
微

細
ホ
コ
リ
）
と
呼
ば
れ
る
が
、
ミ
セ
モ
ン

ジ
に
つ
い
て
の
話
題
は
「
今
日
は
良
い
天

気
で
す
ね
。」
と
天
気
の
話
を
す
る
の
と

同
じ
ぐ
ら
い
挨
拶
代
わ
り
の
話
と
し
て
触

れ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
暖
冬
化
で
あ
る
。
大
雑
把

に
言
え
ば
日
本
の
東
北
地
方
と
同
じ
く
ら

い
の
緯
度
に
あ
り
、
大
陸
の
寒
気
が
直
接

流
れ
込
む
韓
国
で
は
、
冬
場
は
相
当
に
冷

え
込
む
と
い
う
こ
と
を
事
前
情
報
と
し
て

多
く
の
人
か
ら
聞
い
て
い
た
。
が
、
体
感

で
は
奈
良
県
と
そ
れ
ほ
ど
の
差
が
な
く
、

降
雪
を
経
験
し
た
の
も
、
私
が
全
羅
南
道

羅
州
市
に
滞
在
し
て
い
た
平
成
三
一
年
一

月
三
一
日
の
み
で
あ
っ
た
。
近
い
国
な
の

で
当
た
り
前
で
も
あ
る
が
、
日
本
と
同
様

な
暖
冬
化
の
影
響
を
韓
国
で
も
感
じ
た
。

　

次
に
、
語
学
に
つ
い
て
は
、
研
修
以
前

か
ら
半
分
は
研
究
の
た
め
、
も
う
半
分
は

趣
味
と
し
て
韓
国
語
学
習
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
研
修
を
通
じ
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
韓
国

語
に
触
れ
る
こ
と
で
、更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
と
密
か
に
目
論
ん
で
い
た
。

実
際
、
韓
国
語
学
習
の
お
か
げ
で
、
韓
国

で
の
生
活
自
体
に
は
そ
れ
ほ
ど
戸
惑
う
こ

と
な
く
適
応
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
さ
ら

に
、
日
常
会
話
を
多
少
は
こ
な
せ
た
お
か

げ
で
、
日
本
語
を
あ
ま
り
話
さ
な
い
方
と

も
交
流
が
も
て
た
こ
と
は
、
勉
強
の
甲
斐

が
大
い
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た

だ
、
語
学
の
不
才
な
私
が
韓
国
語
能
力
を

十
分
に
向
上
さ
せ
る
に
は
、
少
し
時
間
が

足
り
な
か
っ
た
よ
う
で
、
会
話
も
流
暢
と

い
う
に
は
程
遠
く
、
韓
国
語
論
文
も
期
待

し
て
い
た
ほ
ど
読
み
こ
な
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
既
に

一
年
が
経
っ
た
が
、
現
在
も
韓
国
語
能
力

を
な
ん
と
か
維
持
・
向
上
し
て
い
こ
う
と

努
め
て
い
る
。

一
、
は
じ
め
に

　

平
成
一
六
年
度
以
来
、
橿
原
考
古
学
研

究
所
と
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
と
の
間

で
交
換
研
修
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

平
成
三
〇
年
度
は
私
が
韓
国
へ
の
派
遣
の

機
会
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。
研
修
期
間

は
、
平
成
三
一
年
一
月
九
日
か
ら
三
月
一

九
日
ま
で
の
七
〇
日
間
で
あ
る
。

　

こ
の
研
修
に
お
け
る
私
の
目
的
は
主
に

次
の
三
点
で
あ
っ
た
。
①
韓
国
国
立
文
化

財
研
究
所
の
調
査
研
究
活
動
に
つ
い
て
学

ぶ
と
と
も
に
、
文
化
財
研
究
所
員
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
、
②
韓
国
の
歴
史
全
般

や
通
時
代
的
な
日
韓
交
流
史
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
③
今
回
の

研
修
に
お
け
る
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
設
定

し
た
「
日
本
の
古
墳
時
代
須
恵
器
と
韓
国

三
国
時
代
の
土
器
の
比
較
研
究
」
で
あ
る
。

　

今
回
の
研
修
は
、
韓
国
考
古
学
へ
の
関

心
を
持
ち
な
が
ら
も
な
か
な
か
行
動
に
移

せ
て
い
な
か
っ
た
無
精
な
私
に
と
っ
て
、

本
格
的
に
韓
国
考
古
学
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
す
た
め
の
千
載
一
遇
の
機
会
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
若
輩
者
の
私
に
奈
良
県
・
研
究
所

か
ら
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ

と
は
、
ま
た
と
な
い
幸
い
で
あ
っ
た
。

二
、
研
修
に
つ
い
て　

　

こ
の
研
修
以
前
に
、
私
は
個
人
旅
行
や

研
究
会
へ
の
参
加
な
ど
で
、
韓
国
を
五
回

訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
韓
国
の
雰

囲
気
自
体
に
は
あ
る
程
度
慣
れ
て
い
た
が

長
期
の
滞
在
と
な
る
と
当
然
な
が
ら
勝
手

が
異
な
る
部
分
も
あ
っ
た
。特
に
不
安
だ
っ

た
の
は
、
韓
国
で
お
世
話
に
な
る
文
化
財

研
究
所
に
ち
ゃ
ん
と
馴
染
め
る
か
と
い
う
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さ
て
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
今
回
の

研
修
で
幸
い
だ
っ
た
の
は
韓
国
の
各
地
方

に
置
か
れ
て
い
る
文
化
財
研
究
所
を
数
日

か
ら
数
週
間
程
度
の
ス
パ
ン
で
転
々
と
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
遺
跡
や
博

物
館
、
考
古
資
料
な
ど
を
見
て
回
る
こ
と

が
で
き
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
職
員

が
派
遣
さ
れ
た
過
去
の
研
修
で
は
、
大
田

広
域
市
に
あ
る
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所

を
中
心
に
、
ど
こ
か
一
箇
所
の
研
究
所
に

継
続
的
に
滞
在
す
る
と
い
う
の
が
基
本
的

な
パ
タ
ー
ン
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
意
外

で
は
あ
っ
た
が
、
お
か
げ
で
多
く
の
方
々

と
交
流
が
も
て
た
し
、
地
域
の
風
土
や
考

古
資
料
の
地
域
性
を
知
る
の
に
も
助
か
っ

た
。
た
だ
そ
の
分
、
文
化
財
研
究
所
の
方
々

に
は
私
の
出
張
や
生
活
な
ど
の
管
理
の
面

で
お
手
数
を
お
掛
け
し
た
。

　

最
初
の
滞
在
先
と
な
っ
た
の
は
、
忠
清

北
道
忠
州
市
に
あ
る
中
原
文
化
財
研
究
所

（
一
月
一
〇
日
～
一
月
二
五
日
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
論

文
や
報
告
書
な
ど
の
探
索
を
中
心
に
行
い
、

そ
の
後
の
研
修
活
動
の
た
め
の
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
中
原
文
化

財
研
究
所
が
行
っ
て
い
る
製
鉄
関
連
遺
跡

の
調
査
や
、
鉄
生
産
に
関
す
る
実
験
考
古

学
的
研
究
な
ど
、
特
色
あ
る
調
査
研
究
活

動
に
つ
い
て
、
最
近
の
状
況
を
伺
う
こ
と

が
で
き
た
。

　

こ
の
中
原
文
化
財
研
究
所
を
含
め
、
韓

国
で
出
会
っ
た
方
々
は
み
な
私
の
こ
と
を

暖
か
く
歓
迎
し
て
下
さ
っ
た
が
、
驚
い
た

こ
と
に
、
自
分
の
ご
家
族
と
一
緒
に
出
迎

え
て
下
さ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
へ
の
抵

抗
の
無
さ
は
、
少
な
く
と
も
私
の
世
代
の

日
本
人
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
就
職
す
る
ま
で
に
軍
隊
制
度
な
ど
も

あ
る
韓
国
で
は
、
当
時
二
六
歳
の
私
よ
り

も
年
下
の
職
員
自
体
が
極
め
て
稀
で
あ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
若
輩
者
の
私
に
真
摯

に
向
き
合
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
は
感
謝

の
念
に
堪
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
残
念
な

こ
と
に
、
中
原
文
化
財
研
究
所
で
お
世
話

に
な
っ
た
鄭
太
垠
さ
ん
と
い
う
方
が
い
ら

し
た
が
、
私
の
帰
国
後
、
持
病
の
急
な
悪

化
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を

う
か
が
っ
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。
何
か
と
移
動
が

多
か
っ
た
私
を
、
車
で
忠
州
か
ら
大
田
ま

で
送
り
届
け
て
下
さ
り
、
車
内
で
私
の
拙

い
韓
国
語
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
っ
た
こ
と

や
、
日
本
の
音
楽
を
よ
く
聞
い
て
い
る
と

仰
っ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

次
の
滞
在
先
と
な
っ
た
、
全
羅
南
道
羅

州
市
に
所
在
す
る
羅
州
文
化
財
研
究
所（
一

月
二
八
日
～
一
月
三
一
日
）
で
は
、
全
羅

南
道
の
地
域
で
確
認
さ
れ
て
い
る
前
方
後

円
形
の
古
墳
の
現
地
踏
査
や
、
古
墳
か
ら

出
土
し
た
須
恵
器
・
須
恵
器
系
土
器
の
調

査
な
ど
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
日
韓
の

交
流
関
係
を
示
す
資
料
を
調
査
し
た
。
ま

た
、
韓
国
の
土
器
生
産
遺
跡
の
資
料
と
し

て
、
羅
州
五
良
洞
窯
址
や
羅
州
新
道
里
唐

加
窯
址
の
出
土
土
器
の
調
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。

　

韓
国
で
ソ
ル
ラ
ル
と
呼
ば
れ
る
旧
正
月

期
間
に
は
ほ
と
ん
ど
の
博
物
館
や
百
貨
店

な
ど
の
お
店
も
閉
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、

そ
れ
ま
で
の
見
学
資
料
の
整
理
や
韓
国
語

の
学
習
を
行
っ
て
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
後
、

続
い
て
慶
尚
南
道
昌
原
市
に
あ
る
伽
耶
文

化
財
研
究
所
に
滞
在
し
た
（
二
月
一
一
日

～
二
月
一
五
日
）。
滞
在
中
は
、
三
国
時

代
の
加
耶
地
域
に
存
在
し
て
い
た
、
金
官

加
耶
、
阿
羅
加
耶
、
大
加
耶
、
小
加
耶
な

ど
、
い
く
つ
か
の
政
体
ご
と
の
代
表
的
な

古
墳
群
の
踏
査
と
博
物
館
を
案
内
し
て
頂

く
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
出
土

土
器
を
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
。
加
耶
地
域

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
体
ご
と
に
作
ら
れ
た

土
器
の
意
匠
や
形
に
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、

そ
の
違
い
や
各
地
域
の
土
器
編
年
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

研
究
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
ま
た
、
伽
耶

文
化
財
研
究
所
滞
在
中
は
、
金
海
市
鳳
凰

洞
遺
跡
、
咸
安
郡
末
伊
山
古
墳
群
、
昌
寧

郡
校
洞
・
松
峴
洞
古
墳
群
な
ど
、
い
く
つ

か
の
発
掘
調
査
現
場
を
見
学
さ
せ
て
頂
い

た
が
、
末
伊
山
古
墳
群
一
三
号
墳
の
調
査

は
、
五
世
紀
中
頃
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
の

石
室
の
蓋
石
に
、
南
斗
六
星
な
ど
の
星
座

を
表
現
し
た
窪
み
が
発
見
さ
れ
た
と
し
て

有
名
に
な
り
、
日
本
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

最
後
の
滞
在
先
と
な
っ
た
の
は
、
大
田

広
域
市
の
文
化
財
研
究
所
で
あ
る
（
二
月

二
〇
日
～
三
月
一
九
日
）。
そ
れ
ま
で
の

研
修
で
は
本
当
に
色
々
な
地
域
の
資
料
を

見
学
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
悪
く
言
え
ば
広

く
浅
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
得
ら
れ
た
知
見
を
研
究
と

し
て
昇
華
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
大
田
滞
在
中
は
、
研
修
中
に
調
査
し
た
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資
料
の
整
理
や
さ
ら
な
る
資
料
収
集
に
、

気
合
を
入
れ
直
し
て
臨
ん
だ
。
そ
し
て
、

研
修
の
最
終
日
の
前
日
に
は
締
め
括
り
と

な
る
研
究
発
表
を
無
事
に
行
う
こ
と
が
で

き
た
。

　

大
田
滞
在
中
は
、
他
と
同
じ
よ
う
に
遺

跡
や
博
物
館
を
案
内
し
て
頂
い
た
り
、
国

立
文
化
財
研
究
所
の
調
査
研
究
活
動
に
つ

い
て
、
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
が
、

な
か
で
も
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

を
用
い
て
全
国
的
に
整
備
さ
れ
た
遺
跡
地

図
を
見
せ
て
頂
い
た
時
に
は
、
過
去
の
発

掘
調
査
の
範
囲
な
ど
も
一
目
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
進
歩
し
た
遺
跡
地
図
の
シ
ス
テ

ム
に
驚
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
調
査
技
術
の

交
流
の
一
つ
と
し
て
、
文
化
財
研
究
所
の

若
手
職
員
達
と
と
も
に
ド
ロ
ー
ン
を
利
用

し
た
空
中
写
真
の
撮
影
方
法
に
つ
い
て
講

習
が
あ
り
、
い
ず
れ
自
分
も
近
い
将
来
、

奈
良
県
の
発
掘
調
査
の
中
で
ド
ロ
ー
ン
を

扱
う
時
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
な

が
ら
講
習
に
参
加
し
た
。
な
お
、
余
談
で

は
あ
る
が
、
大
田
の
文
化
財
研
究
所
の
若

手
職
員
は
漫
画
・
ア
ニ
メ
を
中
心
と
し
た

日
本
文
化
に
も
興
味
津
々
で
、
昼
食
時
に

は
そ
の
よ
う
な
話
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

研
修
で
は
、
以
上
の
研
究
所
の
ほ
か
に
、

慶
州
文
化
財
研
究
所
や
江
華
文
化
財
研
究

所
の
方
に
も
、
遺
跡
踏
査
や
資
料
見
学
で

お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
二
月
後
半
の

数
日
間
は
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
共
同

研
究
員
の
木
下
亘
さ
ん
と
共
に
、
忠
清
道
・

全
羅
道
の
遺
跡
踏
査
・
資
料
調
査
を
行
っ

た
。
私
と
木
下
さ
ん
が
職
場
で
重
な
っ
て

い
た
の
は
、
木
下
さ
ん
が
附
属
博
物
館
副

館
長
を
勤
め
ら
れ
て
い
た
最
後
の
一
年
間

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
木
下
さ
ん
が
長
年
研

究
さ
れ
て
き
た
須
恵
器
・
陶
質
土
器
の
研

究
分
野
を
は
じ
め
、
韓
国
の
こ
と
を
様
々

に
教
わ
る
こ
と
が
で
き
て
、
た
い
へ
ん
貴

重
な
経
験
と
な
っ
た
。

三
、
研
究
に
つ
い
て

　

帰
国
の
前
日
で
あ
る
三
月
一
八
日
に
は
、

一
時
間
程
度
の
時
間
を
頂
き
、「
六
世
紀

を
中
心
と
し
た
須
恵
器
と
陶
質
土
器
の
影

響
関
係
の
研
究
」
と
題
し
て
、
研
修
成
果

を
発
表
し
た
。　
　

�

　

須
恵
器
は
、
窖
窯
を
用
い
た
高
火
度
焼

成
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
保
水
性
や
耐
水

性
に
優
れ
た
硬
質
の
土
器
で
あ
り
、
西
暦

四
〇
〇
年
前
後
と
さ
れ
る
日
本
で
の
須
恵

器
生
産
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
加
耶
地

域
や
全
羅
道
の
地
域
な
ど
か
ら
の
工
人
の

渡
来
を
含
む
、
韓
国
か
ら
の
直
接
的
な
影

響
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
須
恵
器
生
産
は

「
渡
来
人
の
時
代
」
と
も
形
容
さ
れ
る
五

世
紀
に
、
韓
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
最
新

技
術
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
須
恵

器
生
産
の
伝
来
期
に
関
す
る
研
究
は
、
当

時
の
韓
国
と
日
本
の
交
流
関
係
の
解
明
に

も
つ
な
が
る
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
研
究

さ
れ
て
き
た
。

　

一
方
で
、
須
恵
器
生
産
技
術
の
伝
来
以

降
は
日
本
で
須
恵
器
の
生
産
が
定
着
す
る

に
つ
れ
て
、
徐
々
に
日
本
化
さ
れ
た
形
態

や
器
種
構
成
に
変
化
し
て
い
く
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
韓
国
と
の
関
係
よ
り
も
国
内

で
の
生
産
や
流
通
に
着
目
し
た
研
究
に
相

対
的
に
比
重
が
置
か
れ
て
き
た
。
私
は
学

生
時
代
か
ら
須
恵
器
の
研
究
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
研
究
し
て

き
た
の
も
主
に
日
本
国
内
で
の
須
恵
器
の

生
産
や
流
通
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
近
年
で
は
、六
世
紀
以
降
に
な
っ

て
も
、
韓
国
と
日
本
の
間
で
共
通
す
る
器

種
が
出
現
し
た
り
、
形
の
変
化
が
類
似
す

る
と
い
っ
た
現
象
が
指
摘
さ
れ
、
須
恵
器

と
韓
国
の
陶
質
土
器
の
相
互
影
響
を
認
め

う
る
資
料
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
そ
う
い
っ
た
現
象
が
、
日
本
と
韓
国

の
交
流
が
深
ま
る
時
期
や
、
日
本
の
国
家

体
制
に
変
化
が
み
ら
れ
る
時
期
に
起
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
私
は

こ
の
よ
う
な
須
恵
器
の
変
化
に
み
ら
れ
る

韓
国
か
ら
の
影
響
の
有
無
や
系
譜
、
歴
史

的
背
景
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
、

そ
の
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
評
価
を
正
し
く
行
う
た

め
に
は
、
韓
国
に
あ
る
類
似
資
料
を
集
成

し
、
地
域
性
や
時
期
な
ど
を
詳
細
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、

現
在
も
そ
の
作
業
を
継
続
し
て
進
め
て
い

る
。
今
回
の
研
修
中
に
は
、
日
本
の
装
飾

付
須
恵
器
に
類
似
す
る
陶
質
土
器
の
「
子

持
土
器
」
を
集
成
し
、
そ
の
分
類
や
地
域

性
の
検
討
を
行
っ
た
。
な
お
、
こ
の
成
果
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の
一
部
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
研
修
に
際

し
て
助
成
を
賜
っ
た
、
公
益
財
団
法
人
由

良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会
の
『
研
究
紀

要
』
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。

四
、
お
わ
り
に

　

私
が
韓
国
を
訪
問
し
た
頃
、
日
本
の
植

民
地
支
配
に
端
を
発
す
る
慰
安
婦
問
題
・

徴
用
工
の
問
題
や
、
平
成
三
〇
年
一
二
月

二
〇
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
沖
で
の
レ
ー

ダ
ー
照
射
事
件
に
よ
り
、
私
た
ち
が
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
知
る
日
韓
関
係
に
は
暗
い
影

が
落
ち
始
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
世
間

の
雰
囲
気
を
よ
そ
に
、
研
修
中
に
韓
国
で

出
会
っ
た
人
々
と
の
関
係
は
終
始
和
や
か

な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
実
体
験
は
、

日
韓
の
友
好
関
係
が
今
は
確
か
な
も
の
で

あ
る
か
の
よ
う
に
私
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
一
方
で
、
印
象
に
残
っ
て
い

る
出
来
事
が
あ
る
。
韓
国
滞
在
中
に
お
世

話
に
な
っ
た
あ
る
韓
国
人
・
日
本
人
夫
妻

が
そ
の
子
供
た
ち
と
と
も
に
私
を
食
事
に

連
れ
出
し
て
く
れ
た
際
、
韓
国
人
と
日
本

人
の
子
供
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
の
子
た
ち

が
将
来
大
人
に
な
っ
た
時
に
、
日
本
の
こ

と
を
ど
う
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
憂
い
を
帯
び
た
声
で
語
ら
れ
た

様
子
に
は
、
日
本
と
韓
国
の
間
に
今
な
お

確
か
に
存
在
す
る
わ
だ
か
ま
り
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
両
国
間
関
係
の

進
展
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

今
回
の
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
は
あ

ま
り
に
も
多
く
、
敢
え
て
特
定
の
御
名
前

を
上
げ
る
こ
と
を
控
え
た
が
、
文
化
財
研

究
所
の
職
員
の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
韓

国
で
出
会
っ
た
皆
様
、
ま
た
私
を
日
本
か

ら
送
り
出
し
て
く
れ
た
皆
様
に
も
改
め
て

お
礼
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
。

一
、
は
じ
め
に

　

二
〇
一
六
年
に
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所

は
私
の
日
本
で
の
研
修
派
遣
を
計
画
し
ま

し
た
が
、
妻
が
妊
娠
し
て
い
た
た
め
、
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
二
〇

一
九
年
九
月
、
つ
い
に
日
本
で
の
研
修
に

踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

研
修
目
的
は
、
日
本
考
古
学
の
発
掘
と
文

化
財
の
管
理
・
保
護
に
関
す
る
理
念
を
知

る
こ
と
、
日
本
の
旧
石
器
考
古
学
の
資
料

収
集
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
日
本
語
を
勉

強
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

橿
原
考
古
学
研
究
所
で
の
研
修
期
間
は
、

二
〇
一
九
年
九
月
一
七
日
～
二
〇
二
〇
年

七
月
一
七
日
ま
で
の
予
定
で
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
全
世
界
で
猛
威
を
振
る
う
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
よ
り
、
帰
国
す

る
飛
行
機
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
影
響
が

あ
り
、
最
終
的
に
私
は
二
〇
二
〇
年
六
月

二
日
に
急
遽
中
国
へ
帰
国
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
研
修
期
間
は
八
ヶ
月
半
と
、

当
初
の
予
定
期
間
よ
り
も
短
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
豊
か
な
研
修
生
活
は
私

に
と
っ
て
大
変
有
益
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
で
の
研
修
期
間
の
主
な
活
動
は

以
下
の
通
り
で
す
。

二
、
研
修
活
動

　

①
考
古
学
の
発
掘
現
場
の
見
学

　

毎
月
第
三
金
曜
日
に
行
わ
れ
た
「
現
地

検
討
会
」
で
は
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
、

奈
良
文
化
財
研
究
所
、
市
町
村
な
ど
が
実

施
す
る
発
掘
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
研

修
期
間
中
、
八
回
の
現
地
検
討
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
毎
回
、
参
観
前
に
当
日
の
見

学
場
所
と
駐
車
場
所
が
記
載
さ
れ
た
地
図

が
配
ら
れ
、
長
靴
を
履
き
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
持
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

に
は
、
調
査
員
本
人
の
名
前
と
血
液
型
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

見
学
で
き
た
の
は
、
ａ
橿
原
市
四
条
遺

跡
、
橿
原
市
藤
原
京
跡
、
奈
良
市
平
城
京

跡
。
ｂ
河
合
町
宮
堂
・
長
楽
遺
跡
、
奈
良

市
東
大
寺
東
塔
院
跡
、奈
良
市
興
福
寺
跡
。

ｃ
橿
原
市
藤
原
京
跡
、
奈
良
市
富
雄
丸
山

古
墳
、
天
理
市
櫟
本
町
中
ツ
道
、
奈
良
市

平
城
京
跡
。
ｄ
御
所
市
中
西
遺
跡
。
ｅ
大

和
郡
山
市
平
城
京
西
市
跡
。
ｆ
河
合
町
宮

堂
遺
跡
、
王
寺
町
西
安
寺
跡
。
ｇ
御
所
市

新
村
・
柳
原
遺
跡
、
橿
原
市
土
橋
遺
跡
、

橿
原
市
小
槻
遺
跡
、
大
和
郡
山
市
平
城
京

西
市
跡
。
ｈ
天
理
市
ヒ
エ
塚
古
墳
、
天
理

市
東
乗
鞍
古
墳
、奈
良
市
赤
田
横
穴
群
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
発
掘
調
査
現
場
の
視
察
を
通

じ
、
考
古
学
に
お
け
る
地
層
学
や
類
型
学

な
ど
の
利
用
方
法
が
日
中
で
同
じ
方
向
性

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。
ま
た
、

発
掘
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
も
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

②
博
物
館
と
遺
跡
公
園
の
見
学

　

中
国
に
は
、『
私
は
家
に
お
ら
ず
、
博

物
館
へ
向
か
う
道
中
に
あ
る
』
と
い
う
書

名
の
本
が
あ
り
ま
す
。
橋
本
裕
行
さ
ん
、
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鈴
木
裕
明
さ
ん
、
東
影
悠
さ
ん
や
他
の
職

員
の
方
々
が
、
研
修
の
手
配
を
し
て
下
さ

り
、
三
八
ケ
所
の
博
物
館
を
参
観
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
、
京
都
大
学
総
合
博

物
館
、
泉
屋
博
古
館
、
大
阪
府
立
狭
山
池

博
物
館
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、

大
阪
歴
史
博
物
館
、
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥

博
物
館
、
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
、

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
、
兵
庫
県
立

考
古
博
物
館
、
神
戸
市
立
博
物
館
、
九
州

国
立
博
物
館
、
九
州
歴
史
資
料
館
、
福
岡

市
博
物
館
、
か
み
つ
け
の
里
博
物
館
、
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
、明
治
大
学
博
物
館
、

江
戸
東
京
博
物
館
、
奈
良
国
立
博
物
館
、

葛
城
市
歴
史
博
物
館
、
飛
鳥
資
料
館
、
天

理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
。

　

私
は
、
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
で
主
に

旧
石
器
時
代
の
発
掘
と
研
究
に
従
事
し
て

お
り
、
日
本
の
旧
石
器
考
古
学
に
も
極
め

て
高
い
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

二
上
山
博
物
館
、
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調

査
事
業
団
、
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
、
岩

宿
博
物
館
、
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
、
福

井
県
立
年
縞
博
物
館
、
若
狭
三
方
縄
文
博

物
館
な
ど
、
旧
石
器
時
代
に
関
連
す
る
見

学
内
容
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
に
も
平
城
宮
跡
歴
史
公
園
、
黒

塚
古
墳
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
公
園
、
高
松
塚

古
墳
、
馬
見
丘
陵
公
園
、
吉
野
ヶ
里
歴
史

公
園
、
大
阪
城
天
守
閣
等
、
遺
跡
を
保
存

し
た
遺
跡
公
園
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

③
研
究
会
と
講
座

　
「
現
地
検
討
会
」
の
終
了
後
に
は
「
談

話
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
研
究
所

の
研
究
員
が
個
人
研
究
を
発
表
す
る
小
規

模
な
研
究
会
で
し
た
。
主
な
も
の
に
「
中

央
ア
ジ
ア
の
調
査
成
果
と
奈
良
の
遺
跡
」

「
後
漢
代
石
刻
斗
栱
に
お
け
る
舌
の
表
現

に
つ
い
て
」「
前
漢
時
代
に
お
け
る
金
製

品
の
発
展
に
関
す
る
分
析
」
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
考
古
学
の
一
般
へ
の
普

及
啓
発
を
目
的
と
し
た
講
演
会
が
あ
り
、「
奈

良
県
南
東
部
の
考
古
学
・
美
術
・
民
俗
」、「
出

雲
の
青
銅
器
祭
祀
か
ら
大
和
の
前
方
後
円

墳
祭
祀
へ
」
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
、
研
修
成
果

　

①
保
護
理
念
の
普
及
と
展
示

　

研
修
期
間
中
、
私
が
最
も
学
習
し
参
考

に
す
べ
き
と
感
じ
た
の
は
、
考
古
学
的
発

掘
調
査
と
博
物
館
の
展
示
利
用
に
関
し
て

で
す
。
す
な
わ
ち
、
発
掘
調
査
の
一
般
へ

の
公
開
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
各
種
博
物

館
と
の
連
携
、
特
に
専
門
的
博
物
館
の
展

示
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
考
古
学
と
文
化

財
に
関
す
る
知
識
を
一
般
へ
普
及
さ
せ
て

い
る
点
で
す
。
発
掘
調
査
現
場
は
、
一
般

人
で
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
発
掘
調

査
の
内
容
を
一
般
に
も
理
解
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。
室
内
で
の
整
理
作
業

も
、
ガ
ラ
ス
窓
越
し
に
遺
物
の
洗
浄
、
修

復
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
実
測
図
作
成
、
写
真

撮
影
、
報
告
書
作
成
と
い
っ
た
一
連
の
工

程
を
公
開
し
て
い
る
機
関
も
あ
り
ま
し
た
。

年
末
に
は
一
般
に
向
け
て
発
掘
調
査
の
成

果
を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
調

査
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
の
過
程
を
見
せ

る
こ
と
で
、
考
古
学
が
古
代
の
人
々
の
科

学
、
技
術
、
芸
術
、
教
育
、
精
神
生
活
な

ど
を
追
究
す
る
学
問
で
あ
る
こ
と
を
一
般

へ
理
解
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
理
念
は
、

中
国
が
近
年
提
唱
し
た
「
文
化
財
の
活
用
」

と
図
ら
ず
も
一
致
し
て
い
ま
す
が
、
明
ら

か
に
日
本
は
こ
の
分
野
で
す
で
に
豊
富
な

経
験
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
博
物
館
を
見
学
す
る
中
で
、
ほ

と
ん
ど
全
て
の
博
物
館
に
発
掘
調
査
に
関

す
る
展
示
が
あ
り
、
発
掘
調
査
の
業
務
内

容
の
み
な
ら
ず
、
考
古
学
的
調
査
・
研
究

の
発
展
の
歴
史
を
も
理
解
さ
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
考
古
学
そ

の
も
の
が
歴
史
で
あ
り
、
博
物
館
に
残
す

必
要
が
あ
る
か
ら
で
し
た
。
国
立
の
総
合

博
物
館
以
外
で
の
、
博
物
館
の
展
示
利
用

の
専
門
化
も
豊
富
で
多
彩
な
も
の
で
し
た
。

例
え
ば
、
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
は
考
古

学
に
特
化
し
た
博
物
館
で
す
。
年
縞
博
物

館
は
、
泥
の
層
を
も
ち
い
た
（
七
万
年
分

の
）
考
古
学
的
年
代
測
定
の
も
の
さ
し
を

展
示
し
た
博
物
館
で
す
。
岩
宿
博
物
館
は
、

遺
跡
を
保
護
・
活
用
し
た
博
物
館
で
す
。

大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館
は
、
発
掘
後
に

計
画
さ
れ
た
水
利
博
物
館
で
あ
り
、
巨
大

な
堰
の
断
面
を
は
ぎ
取
っ
て
完
全
に
保
護

す
る
た
め
、
博
物
館
完
成
ま
で
十
数
年
を

要
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
中
国
も
日
本
と
同
様
に
、

社
会
一
般
に
考
古
学
の
知
識
と
理
念
を
普

及
さ
せ
、
伝
え
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
現
在
、「
国
際
博
物
館
の
日
」、「
文

化
と
自
然
遺
産
の
日
」
の
期
間
に
は
各
種

活
動
が
行
わ
れ
、
考
古
博
物
館
、
専
門
的

博
物
館
、
遺
跡
公
園
な
ど
の
建
設
が
大
い

に
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

②
考
古
資
料
の
保
存
と
デ
ジ
タ
ル
化

橿
原
考
古
学
研
究
所
や
そ
の
他
の
考
古
学
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に
関
す
る
職
場
の
見
学
で
は
、
資
料
収
蔵

庫
と
考
古
資
料
の
管
理
が
大
変
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
収
蔵
庫
内
に
は
複
数
段
の
収

蔵
棚
が
あ
り
、
異
な
る
出
土
地
ご
と
に
遺

物
に
番
号
が
付
け
て
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
遺
物
の
管
理
は
全
て
情
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
、
い
つ
で
も
通
し

番
号
を
通
じ
て
、
そ
の
情
報
を
知
り
、
所

蔵
位
置
を
定
め
て
い
ま
し
た
。
収
蔵
庫
に

は
、
発
掘
調
査
の
写
真
や
各
種
図
面
と
、

遺
物
の
整
理
が
終
わ
っ
て
発
掘
調
査
報
告

書
が
刊
行
さ
れ
た
遺
跡
の
各
種
資
料
が
棚

に
整
然
と
並
べ
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
資
料
と
資
料
収
蔵
庫
の
シ
ス
テ
ム

は
統
合
さ
れ
、
考
古
資
料
の
保
管
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
り
利
便
性
が
高
ま
っ
た
背
景
に

は
、
多
く
の
作
業
人
員
の
複
雑
で
長
い
年

月
を
か
け
た
勤
勉
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
職
業
精
神
に
は
感
嘆
せ
ざ
る
を
得
ず
、

同
時
に
私
の
今
後
の
業
務
に
参
考
と
な
る

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

③
学
術
交
流

　

研
修
期
間
中
、
何
回
か
の
「
談
話
会
」

と
考
古
学
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。
言
葉

の
壁
の
た
め
、
講
座
を
聞
い
た
効
果
は
完

全
に
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
講
座
後
に
補
習
を
す
る
こ

と
で
、
私
に
と
っ
て
は
有
益
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

の
岡
村
秀
典
さ
ん
と
学
術
交
流
す
る
機
会

を
川
上
洋
一
さ
ん
が
準
備
し
て
く
だ
さ
り
、

鳩
子
山
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
橿
原
考
古
学

研
究
所
で
も
同
じ
く
鳩
子
山
遺
跡
に
つ
い

て
の
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
何
度
も
延

期
と
な
り
、
最
終
的
に
帰
国
を
早
め
た
た

め
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

兵
庫
県
立
考
古
学
博
物
館
と
岩
宿
博
物
館

の
参
観
時
に
は
、
発
掘
調
査
の
過
程
と
日

本
の
旧
石
器
時
代
史
に
関
し
て
直
接
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
益
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

四
、
研
修
の
感
想

　

日
本
で
の
研
修
が
四
ヶ
月
を
過
ぎ
た
頃
、

中
国
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
が
発

生
し
、
医
療
物
資
が
不
足
す
る
状
況
に
な

り
ま
し
た
が
、
日
本
は
積
極
的
に
援
助
の

手
を
差
し
出
し
、「
山
川
異
域
、
風
月
同
天
」

な
ど
の
詩
句
で
激
励
と
支
持
を
言
い
表
し

ま
し
た
。
同
様
に
、
私
の
研
修
期
間
中
、

企
画
課
の
方
々
が
忙
し
い
業
務
の
合
間
を

縫
っ
て
、
生
活
と
学
習
に
関
す
る
様
々
な

手
配
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
調
査
課
と

資
料
課
の
方
々
か
ら
は
、
資
料
調
査
に
関

し
て
多
く
の
手
助
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
博
物
館
と
考
古
学
関
係
機
関
の
見
学
時

に
は
、
各
機
関
の
担
当
者
が
資
料
収
蔵
庫

を
丁
寧
に
案
内
し
て
下
さ
り
、
発
掘
調
査

現
場
で
は
各
工
程
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
、
書
籍
も
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
他
、
研
究
所
で
は
年
に
一
度
の

月
見
の
会
、
忘
年
会
、
新
年
会
な
ど
伝
統

的
な
日
本
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
毎
週
火
曜
日
の
夜
に
は
、
木
村

理
恵
さ
ん
・
内
藤
元
太
さ
ん
と
一
緒
に
日

本
語
・
中
国
語
の
相
互
学
習
を
お
こ
な
い
、

研
修
期
間
中
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。
米
川
裕
治
さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
深
刻
と
な
っ
た
際
に
マ
ス

ク
を
贈
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
菓
子

が
突
然
机
の
上
に
置
い
て
あ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
研
修
期
間
の
全
て
に
お
い
て

日
本
の
友
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

以
上
、
日
本
で
の
研
修
は
私
の
人
生
に

と
っ
て
美
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
知
っ
た
考
古
学
の
現
状
と
方
法
を
、

中
国
の
考
古
学
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
重
要
な
啓
発
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
同
業
者
の
仕
事
中
の
業
務
を
敬
う

精
神
と
真
剣
な
態
度
に
よ
っ
て
、
私
は
日

本
と
日
本
人
を
さ
ら
に
深
く
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
発
生
時
に
は
、
日
中
両
国
民
の

友
好
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

橿
原
考
古
学
研
究
所
が
今
回
研
修
す
る

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
私
の
研
修
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
全
て
の
研
究
所
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
。
中
国
寧
夏
回
族
自
治
区
銀
川

に
皆
さ
ん
が
お
越
し
に
な
る
こ
と
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

附
属
博
物
館
関
連
展
示

 

案
内

　◎附
属
博
物
館
巡
回
特
別
展�

　
『
し
き
し
ま
の
大
和
へ�

　
　
　
　

�

―
奈
良
大
発
掘
―
』

　
主
催
：
附
属
博
物
館
・
九
州
国
立
博
物
館

開
催
期
間
：
令
和
二
年
七
月
二
八
日
（
火
）

～
一
二
月
二
〇
日
（
日
）

開
催
場
所
：
九
州
国
立
博
物
館

　
◎
県
内
市
町
村
と
の
共
同
企
画
展

����　
『
五
條
の
古
墳
を
掘
る

�

―
附
属
博
物
館
収
蔵
品
里
帰
り
展
―
』

　
主
催
：
附
属
博
物
館
・
市
立
五
條
文
化
博

物
館

開
催
期
間
：
令
和
二
年
一
〇
月
一
七
日

（
土
）
～
一
二
月
一
三
日
（
日
）

開
催
場
所
：
市
立
五
條
文
化
博
物
館
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